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鹿
々
場
は
浮
鞭
か
ら
少
し
山
の
方
に

入
っ
た
、
周
り
を
山
に
囲
ま
れ
た
広
い

平
野
で
す
。
浮
津
と
鞭
の
間
を
南
流
す

る
小
川
（
こ
ぐ
た
川
）
に
面
し
て
い
る

の
で
、
平
野
の
ほ
と
ん
ど
は
田
ん
ぼ
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鹿
々
場
古
窯
址
群
は
、
小
川
の
左
岸

に
あ
る
畑
の
山
際
に
築
か
れ
た
、
須
恵

器
を
焼
成
す
る
窖
窯
跡
で
す
。
昭
和

４０

（
１
９
６
５
）年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
２（
１
９
９
０
）年
旧
大
方
町
文

化
財
指
定
。

　　
発
見
当
時
、
付
近
の
小
川
や
岸
に
、

開
墾
時
出
土
し
た
須
恵
器
（
焼
成
時
の

不
良
品
）
が
多
量
に
散
乱
し
て
い
ま
し

た
。

　
窯
体
は
４
〜
５
基
で
、
調
査
時
に
は

灰
源
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
周
辺
の
畑
や
水
田
に
は
工
房

址
、
住
居
址
の
存
在
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
代
の
町
内
の
宮
崎
遺
跡
（
加

持
）や
そ
の
他
の
遺
跡
か
ら
、
こ
の
窯

で
焼
成
し
た
須
恵
器
や
同
破
片
が
多
く

出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
祭
祀
用
具

と
生
活
用
具
の
両
方
で
す
。

　
出
土
遺
物
の
特
徴
か
ら
、
８
世
紀
か

ら
９
世
紀
ご
ろ
の
遺
跡
で
す
。

　
土
佐
で
須
恵
器
が
生
産
さ
れ
だ
し
た

の
は
７
世
紀
以
降
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
少
な
く
と
も
７
世
紀
末
ご
ろ
に
は
、

こ
の
地
方
で
も
須
恵
器
の
生
産
が
始
ま

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
須
恵
器
窯
跡
は
、
鞭
地
区
内
に
別
に

１
カ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、こ

の
時
代
の
大
方
地
域
の
生
活
文
化
を
考

え
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
す
。

　
日
本
で
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま

で
生
産
さ
れ
た
陶
質
土
器
で
す
。

　
青
灰
色
で
硬
く
、
同
時
期
の
土
師
器

と
は
色
と
質
で
明
瞭
に
区
別
で
き
ま
す
。

　
５
世
紀
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
り
、

古
墳
後
期
の
６
世
紀
に
は
列
島
各
地
で

須
恵
器
窯
が
作
ら
れ
、
須
恵
器
が
生
産

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
に
祭
祀
や
副
葬
品
に
用
い
ら
れ
ま

し
た
が
、
普
及
が
進
ん
だ
後
期
に
な
る

と
集
落
内
か
ら
も
出
土
し
、
西
日
本
で

は
須
恵
器
、
東
日
本
で
は
土
師
器
が
優

勢
と
い
う
違
い
が
現
れ
ま
し
た
が
、
奈

良
時
代

１０
世
紀
に
は
絶
え
ま
し
た
。

　
昭
和

４３（
１
９
６
８
）年
に
「
色
見
ダ

バ
遺
跡
」
、
昭
和

４８（
１
９
７
３
）年
に

「
東
ダ
バ
遺
跡
」
と
「
奥
ダ
バ
遺
跡
」

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和

６２（
１
９
８
７
）年
、
県
が
こ
れ

ら
の
遺
跡
を
併
せ
て
「
鞭
遺
跡
」
と
改

称
し
ま
し
た
。

　
範
囲
も
鞭
の
上
地
区
の
全
体
に
及
ん

で
お
り
、
縄
文
期
か
ら
中
世
（
平
安
後

期
、
室
町
）
期
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡

で
す
。

　
遺
物
は
、
中
世
の
土
器
を
除
き
、
す

べ
て
石
鏃
類（
ヤ
ジ
リ
）を
主
と
す
る
石

器
類
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
狩
猟
に
使
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
遺
跡
は
定
住

地
で
は
な
く
、
狩
猟
の
場
、
つ
ま
り
縄

文
人
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。

　
中
世
の
土
器
は
、
隣
接
す
る
鹿
々
場

古
窯
址
群
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

 （
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.19

『
鹿
々
場
古
窯
址
群
』

し

し

ば

こ

あ
と

ぐ
ん

よ
う

■ 

古
窯
址
群

■ 

須
恵
器

■ 

鞭
遺
跡

あ
な
が
ま

す

さ
い

し

え

き

は

じ

き

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

埋
蔵
文
化
財
ツ
ア
ー

　
鹿
々
場
古
窯
址
群
、鞭
遺
跡
、

早
咲
遺
跡
を
中
心
に
『
文
化
財
を

巡
る
ツ
ア
ー
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
各
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。


